
事業所名

作成日　　　

【目標達成計画】

優
先
順
位

項
目
番
号

現状における
問題点，課題

目標達成に向けた
具体的な取り組み内容

1 26
目標が漠然としてお
り、達成感が得にく
い。

・個別にクライシスプラ
ンを作る。
・毎月評価見通しをす
る。

2 27
記録することにとど
まっている。

・記録物の整理
・記録に関する申し合わ
せ、勉強会
・記録の活用

3 20
入所期間が長くなる
と継続が難しい事が
ある。

・本人家族の希望や状況
・家族との協力
・関係家族の為の働きか
け

4 36
プライバシーや尊厳
については常に振り
返りが必要。

・日々の声かけ、その場
での修正
・一人一人の個別性の理
解
・記録の共有(勉強会）

5 19

スタッフの、利用者
家族とのコミュニ
ケーション関係作り
が必要。

・面会や電話等、話しや
すい環境を作る。
・家族の意見を受け止
め、しっかりと対応す
る。
・きちんと正確な情報を

注１）項目番号欄には，自己評価項目の番号を記入すること。

6ヶ月

本人の望む関係を保つ事が
できる。

3～6ヶ月

目　　　　標

スタッフ全員がわかりやす
く、本人の現状の確認もで
きる。

ひだまりの家こもれび

平成　30年　8月　20日

目標達成に
要する期間

3～6ヶ月

２．　　目  標  達  成  計  画

注２）項目数が足りない場合は，行を追加すること。

馴れ合いを自覚し、利用者
の尊厳が守れる。

3ヶ月

家族とのスタッフとの関係
が良好で、利用者の支援へ
繋げられる。

6ヶ月

目的がはっきりとして、記
録が活かせる。


